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…………"…安行八景 (その→
「安行氷川神社J 繁 峯格音を品こっており、不動の像も安置されている。境内に杉

の大木のある静かな神Fliです近く
には猿貝貝塚もある。古代の

息吹の残る地である。お社近くにひっそり咲くサザンカがやさ
しく迎えてくれた。



タブノキ
木村 四郎

今日はタブノキ訪間である。イヌグスとも言
い、クスノキ科の常緑高木である。
イチョウやケヤキが圧倒的に多い中で、指定
タブノキは3本 だけである。木曽呂の石井氏宅
と戸塚の西光院境内にあり、ともに堂々たる大

樹である。もともとこのあたりの土地にも適し
た樹種と思われ、隣の越谷には天然記念物にな
っているのが 2本 ある。大聖寺境内のものと、
越谷小学校裏のもので、時代の古さを物語る樹
格を備えている。
万葉集に大伴家持のうたがある。

磯の上の 補'万麻を見れば 根を延へて

年深からし 神さびにけり

巻19-4159

つままとはタプノキのことである。その古木
に神さびたものを感じたものであろうか。
さて、今回の所在地は赤井地区の松本氏宅の

敷地内で、バス通り側である。遠くから近づく
につれて

“
ああ、あれかな

"と
思わせる照葉樹

が目についてくる。手前のクスノキの街路樹を
遥かに飛び越してそびえてる。つやつやとした

葉は、夕日に映えて風にそよいでいる。鳩ヶ谷
台地の裾を為すこのあたりの低地帯に、ひとり

(木曽呂239 石井忠男氏宅)

突を茂らせるgrt高の中木である。一抱えほどの

若木であるが、すくすくと育っているようだ。
幹も素直に伸び、途中あまり疵もない。
松本氏にお話を伺う。このあたり区画整理が
あったのは 15-16年 前のこと。そのころは

「ヤマ」即ち屋敷林をなしていてムクやケヤキ
その他たくさん生えていた。ほとんど伐採して
しまったが、記念の意味もこめて一本だけ残し
たのがこの木である。
その時は、本の名前も半Ⅲらなかったが、とも
かくlmぐ らいの大きはあった。その時、地面
を約 2尺 (60cm)ほ ど盛上したが、この木
もそのまま根本に2尺 の上をかぶせてしまった。
新しくかぶせた上の面からまた、根が出て現在
みるような立派な根張りになっている。おもて
からは見えなかったが、東側の家屋に面した地
上2mほ どの所に枯れ芯とも思える大きな疵が
あるが、整理するおりにブルドーザーでひっか
いた跡だという。
ともあれ、まわりの本がなくなり、自由に仲
びられるようになったので、あの当時よりは2

倍ぐらいに成っていると思う。と慈じむような
目でタブノキを見上げながら語ってくれた。
現在、幹周りおよそ 18m、 高さ1 8 blだ
がのびのびと枝葉を仰ばして育っている。これ
からが楽しみな樹である。
冬の日の残照を受けたタプノキのはるか向こ

うに、水川神社の森が暮れなずむ夕もやに没し

ようとしている。

北窓を 開ければ一樹 ひろびると(赤井 3-1-2 松本吉長氏宅)



仏教三大聖樹
世界では、特別な植4勿をグループに分け、様々な呼び名で表現 し、親 しまれている。

インド三大有用樹 (ヒマラヤスギ チ
ーク サ ラノキ)、三大有用竹 (モウソウチク マ ダ

ケ ハ チク)、世界三公園樹木 (ヒマラヤスギ ナ ンヨウスギ ヨ ウヤマキ)、仏教三大型樹

(ムユウジュ イ ンドボダイジュ サ ラノキ)な ど枚挙にいとまがない。思い当るふしもあり、

また、なんでと思われる人もあるかもしれない。

第 5号 でとりあげた熱帯三大果樹 (ドリアン マ ンゴスチン マ ンゴ)も その
一例である。

今回は、お釈迦様にまつわる仏教三大聖樹のお話です。

☆  ム ユウジュ Sartlca asoca

アショカノキ (無憂樹) マメ科

釈迦がルンビニー国のこの木の下で、摩耶夫

人の腋の下から占生したという伝説で有名な木
である。
古代インド文学では 瑞 兆をあらわすものと
して し ばしば登場する。
インド、スリランカ、ビルマに分布する。

☆ イ ンドボダイジュ FIcus に1lJosa

(印度菩提樹)        ク ワ科

釈迦がその木の下で悟りを開いたと言われる。

常緑の大高木でインド、スリランカに分布する。
インドボダイジュは熱帯植物で、仏教の伝来し

た中国では育たないので、発の形が似ているシ

ナノキ科のボダイジュが代わりに寺院で栽培さ

れるようになった。

ムユウジュ

インドボダイジュ

★ サ ラノキ Shorea robutta

(娑羅双樹)            フ タバガキ科
平家物語の冒頭を中学校で一生懸命Httr13したという人も多
いことでしょう。「祇図精合の鐘の声、諸行無常の響きあり、

娑羅双樹の花の色、盛者必衰の理を顕す」で有名な娑羅双樹
である。花色は淡黄緑色。日本では冬、蕗地で育たず、乗が

似ているナツツバキ (別名シャラノキ)を 代用として寺院に

植えられた。釈迦の入減に際し、その四方に2本 ずつ生えて
いた8本 のシャーラ樹の内、各対のそれぞれ 1本 が枯れたと
いい、これを四枯四栄という。また、入滅にあたり こ れら

8本 が自く変ったともいい、釈迦入減の地を自鶴の色にたと
えて鶴林と呼ぶ。インド原産である。サラノキ



思い立ったが吉日 1 庭 仕事や鉢昔えや種韓き等、園芸作業は後先かまわず、つ

いつい始めた時が適期とばかりに心はやり、結局は失敗してしまったという経験の

持ち主は矢外多いのではないでしょうか。植え付け ・施llL 整枝剪定などの管理に

ついて少しでも身につけると物言わぬ植物も喜ぶことでしょう。

●[植え付け]
1.時 期
緑化樹には、 1年 中、実のある常緑樹と 冬 は策の落ちてしまう落業樹とがあり、それぞれ植
え付けに適したH寺期が民なる。
(1)(常緑樹)
広葉 : 新 所のH 始ヽめる時用    4月 上旬

新芽の成長が止まる時期  6～ 7月 9月 上旬
登業 : 新 芽の出始める時期    3～ 1月上旬

(〕(落葉朋)

乗が落ちてから厳寒朗を除いて新牙の出る前迄の時期。

2.植 える植木の扱い方
(1)(植木の選び方)
根鉢がくずれていない。
根鉢が乾きすぎていない。
業や枝がしおれていない。
幹や葉に傷がない。
幹や根が病気や虫に侵されていない。

(2)(移植をする時)

植え付けの道期に掘って、すぐ植えられるようにする。
掘り取る場合の根鉢の大きさ。
*常緑樹……地ぎわの幹径の 4～ 5倍。
*落 葉樹………大きいものは、常緑特1同様。

小さいものは、根鉢はつけない。(堀取る根の長さは、幹径の 10倍 位)
切られた根の先端部……鋭利な刃物 (欽 ナイフ)で 割 れたりつぶれたりした根を切り取る
根鉢は乾かさない。
ltは1/3位 を校の分かれめから切り落として少なくする。

3.植 え穴
(1)根鉢または根が入る余裕のある大きさの穴を掘る……大きめにlFtる。
(2)深 さは鉢の高さと同じぐらいが標準……深めに掘って上を叫め戻しながら深さを調整する。
(3)粘 に質……秒や良上を混ぜる。
中1 砂利混じり……石を取り除くか良上を入れる。
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中1 水を行上の上LEまで入れる。

15Ⅲ 小 さい出木は、左右 にドに丁学にゆする
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*柿1えたばかりの根llNに 水 が入りにくいと、根鉢が乾きやすく新しい根が

出にくい。州!め戻した作tと 根鉢に隙問のないようにllえることc
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植え付け方法

仰:え穴の底は、柔らかくするか筈上を入れて

肝え付ける槌木の根ltのに面が 地 衣と平ら
になる栂度の深さとする。

槌木は楠えブ(の中央に垂直に置くL

根のまわりに 砕 いておいた客十を人分日fF
度入れる。
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卜と本でヽさく

*支相:(添え木)… 木がlrlれないようにするばかりでなく Ⅲlえたばかりの木が動かないように
するとrrを (根付き)効 果が大である。持が、」lでlTれたり 人 がすれたり
すると 根 f4Nまで動き、せっかく発根してきた根が切れたり 根 が‖1にくく
なる。
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花の構造と花の形

柿物を楽しむH寸、化を脱賞するのが山t倒的に多い.

それらの花も、元は業や菫が進化したのだという.

なかには束が色付いていかにも化のようにみえたり

号が発注して花のように兄えたり 雄 蕊が弁化した

リ ー 日に花といっても様々である.

ハラ‖夕  (例  ハ マイクなと)
(例 ノ イッヽラなど)

(カヘン)事 の内側に、中命になって着き 一 般にこれがよく発達して美しく吉色する。

(例 才 サ"オ など)
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芽詔チ 花界万環魯岳を点ぶ|こ豊誘1斉醤握甘景泉軽迄塔31.
亨片がまるでイと介のように美しいl PI物もある。(ハナミズキ ハ ナショウブ)

昭を,悪 杜頭 花 柱 子 房の二つからできている.

(シズイ)花 の中心にあるtl性の生殖器官.

先端の花粉がつく部分を柱71、後に来実になるド瑞の部分を子房といい そ のⅢ問部を化li

という。

腐断麟 花
の内側にある雄性の生殖稀官.

(ュゥスィ)細 授い花糸とその先端にある莉からなる。燕の中に花粉がある。

子
と
,茅 llF葦

堡幸諜漫?格 と ほ 珠で1青成されている袋】犬のもので後にテS達して宋実になる.

lTN珠は、Ⅲに卵柵胞その他の生殖細胞を含む。受精したのちに発達してTI子になる.

柿l‐

核

粉宵
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子房域
反足粕‖胞
つ

夕梅核

助聴

イとの村造供■4,(Rじぃ市sら ,65よ り)

暇
督‖!

(例

イとのサ形 (牧yF日本仙物四鑑よ

税ち,律其 業などが変形したもの.



や来場者200万 人目記念式典
平成 11午 7月 17日  200万 人日のお客さまをお迎えしました.
析しも、その日は 「樹上安庄まつりJの 初日で言いさなかでした。
川日緑化センター (愛称 「樹上安J 道 の駅 阿 同あんぎょうJ)は  平 成 8年 4月オープンしまし
た。綜の発信基地として、各種の高性習会や様化展示会を言両してます。甘lTのご来場をお待ちしてます`

や第48回 春の安行植木まつり
4月 17日 (土)～ 10日 (日)

各第 49回 秋の安行植木まつり
10月 9日 (土)～ 11日 (月)

柿1木の里、安行をPRし 、他木 花  造 図など特産模
業の振興、級化知言肯1の普及を図りました。また、秋のllH
木まつりでは、団芸ゼミナールの一環としてミニ庭□の

作成実波を行ないました。

や緑のまちづくり市民運動「緑と庭国の写真展」
7月 17日 (■)～ 8月 1日 (日)

報のまちづくり市民運動の一環として 肘 木、花、庭
にと市内の級の風☆の写真を募集し、入賞作品 60点 を
ア トリウム内に展示.来 場者への禄化意識の高揚と普及
啓発を区|った。

お緑のまちづくり市民運動「ミニ庭国作成コンテスト」
10月 3日 (日)～ 11日 (月)

緑のまちづくり市民運動の一環として、 「民より公味
し、 ミニ庭障111点 を作成 し、展示した。また セ ンタ
ー内の 4緑化団体にもミニモデル座憧を展示協力して蚊
き、来場者への様化意識の高揚をほった。

■全国 「道の駅」施設紹介
8月 10日 (土)～ 22日 (日)

全国の 「道の駅Jを 各地域別に紹介し 姉 工特紫とし
て県内 「道の駅Jを 写真やパンフレット等で紹介。

お緑の学会
9月 19日 (日)

北野大氏を読出Fに迎え 「生活と様Jに ついての誰義
を受け、参加者の様化啓7Sを図った。



枝物の種類

1 化 の峡くときに|lil lされる枝物.
2 化 のHXかないキヤ物
Ⅲ 性 のH文くときもよし

性のときにも‖|十できる枝物t
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針 確 特|
シノブヒバ ク ジャクヒバ チ ョウセンマキ

ソナレ エ ンヨウスギ イ ブキ ゴ ヨウマツ

キャラボク ヒ ムロスギ

来 村| ベッコウマサキ イ ワナンテン キ ツケイ

キンバコデマリ キ イチゴ ウ ンリュウヤナギ

ホオノキ ア カメヤナギ

ユキヤナギ ア ブラツツジ 掟 レンギョウ フ イリイボタ

ベニマンサク イ タヤカエデ

フイリガクアジサイ
吹
　
・

き ll

葉

枝物の実川的分類

ネL 柴
ユキヤナギ コ デマリ ニ シキギ

ベニキリシマツツジ ベ ニスモモ

ウメ モ モ サ クラ ヒ ュウガ ミ

|ロウバ イ サ ンシュユ マ ンサク

ボケ リ ンショウバイ ハ ナスオウ

チンシバイ

ドウダンツツジ ベ ニマンサク

ズキ ト サ ミズキ ハ クモクレン

レンギョウ ユ キヤナギ コ デマリ

バイカウツギ ビ ヨウヤナギ
格 暗 樹

】1和tlど|
料

4勿

4勿

ツパキ サ ザンカ ベ ニキリンマツツジ タ ナシツツジ

チャ ジ ンチョウゲ タ イサンボク

セッカヤナギ セ ッカエニンダ セ ッカアジサイ セッカスギ

ウメモドキ ツ ルウメモドキ ニ ホンナンテン センリョウ

ヤブサンザシ ヨ ムラサ■シキブ

アカシア顎 ユ ーカリ エ リカ キ ンポウジュ ギ ンコウバイ

センリョウ

シダレヤナギ シ ダレグワ

木
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